
平成 26 年度 

山口県福祉のまちづくり推進セミナー 

下 関 市 地 域 福 祉 推 進 セ ミ ナ ー 
  開  催  要  項  
 

 

◎ 趣  旨 

少子高齢化の進行や人口減少社会の到来、経済情勢や生活様式の変化などを背景に、

地域からの孤立、生活の困窮、認知症等高齢者による徘徊・行方不明、ひきこもりや虐

待、災害時の支援など、既存の制度では解決が難しい福祉課題・生活課題が複雑化・深

刻化しています。また、『介護保険制度』の見直しや『生活困窮者自立支援制度』の本格

施行を目前に、「互助」と呼ばれる住民主体で取組む地域の支え合い活動や見守り活動の

強化が求められています。 

このセミナーは、『誰もが安心して暮らすことのできる福祉のまちづくり』の実現をめ

ざして今日的な課題に向き合うとき、地域住民一人一人がどのようなことに取組んでい

けばよいのか、その視点や手法について学び、住民主体の地域福祉活動の推進に資する

ことを目的に開催します。 

 

◎ 日  時   平成２7 年 3 月 6 日（金）１３：2０～１６：0０ 
 

◎ 会  場   下関市民会館 大ホール (下関市竹崎町４丁目５-１) 
 

◎ 主  催   社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

         社会福祉法人 下関市社会福祉協議会 
 

◎ 参加対象   地区社会福祉協議会、自治会、福祉員、民生委員・児童委員、主任児童 

委員、老人クラブ、婦人会、ボランティア、学校、企業、地域包括支援 

センター、在宅介護支援センター、居宅介護支援事業所、施設、NPO 

団体、行政、市町社会福祉協議会、その他地域福祉活動に関心のある方  

など 

 

◎ 定  員   １２００人 

 

◎ 参加費用   無料 

 

◎ 日  程 
 

13:20  13:30                     14:50   15:00              16:00 

開会 講演(８０分) 休憩 
シンポジウム 

(６０分) 

（受付 13:00～）                                 （閉会 16:00） 



★ 講 演 (１３：3０～１4：5０) 

 
 

    

★ シンポジウム (１５：0０～１６：００) 

 
 

 

◎ 参加申し込み 

  平成２７年２月20日（金）までに別添申込書に必要事項を記入し、下記宛てに郵送、

FAX、メールのいずれかにてお申し込みください。 

  記入いただいた個人情報は、セミナーの運営目的にのみ使用し、それ以外の目的で使

用することはありません。 
 

◎ 交通アクセス 
〒750-0025 下関市竹崎町 4 丁目 5-1 

TEL：083-231-6401  FAX：083-235-0800 

●中国自動車道「下関 IC」より車で 15 分（下関市街方面へ） 

●「関門トンネル」より車で 15 分（下関市街方面へ） 

●ＪＲ下関駅より徒歩 5 分 

 

※会場の有料駐車場は、台数に限りがありますので、 

お車の乗り合わせや公共交通機関のご利用にご協力を 

お願いいたします。 

※有料駐車場の利用料は参加者のご負担となります。 

 

◎ お申込み・お問い合わせ先  

  社会福祉法人 山口県社会福祉協議会 

  地域福祉部 地域福祉班・ボランティアセンター 

  〒75３-0072 山口市大手町９-６ 

  TEL（083）924-2828 FAX（083）924-2847 

  e-mail chiiki@yg-you-i-net.or.jp 

 

講 師 原田 正樹（はらだ まさき）氏 社会福祉学博士/社会福祉士 
日本福祉大学 学長補佐/社会福祉学部教授/社会福祉実習教育研究センター長 

 

明治大学大学院卒業後、重度身体障害者療護施設、特別養護老人ホームで勤務

の後、日本社会事業大学大学院修了。専攻は、福祉教育論・地域福祉論。現在は、

日本福祉大学を拠点とし、日本福祉学会や日本福祉教育・ボランティア学習学会

等の理事をはじめ、厚労省等の行政機関、日本学術復興会・日本福祉教育学校連

盟等の委員、また、数々の地方都市の地域福祉実践・計画にも携わっており、幅

広い分野で活躍している。 

<主な著書>「共に生きること、共に学びあうこと」大学図書出版 

    「地域福祉の基盤づくり」中央法規、「福祉教育論」北大路書房 等   
 

 

 報告者       下関市社会福祉協議会地域福祉課   榎 並  直  氏 

           住みやすい明木を育てる会（萩市）  （ 調 整 中 ） 

 コーディネーター  日本福祉大学学長補佐        原 田 正 樹 氏 
 

報告者からは、ひとりの人の困りごとを地域の課題としてとらえ、住民参加のもとその課題について

取り組んでいこうとしている活動を中心に報告していただきます。 

 また、このシンポジウムでは、報告を受けた後に報告者とフロアの方々のやりとりを通じる中で、ど

のような点が活動のポイントであるかなどを明らかにしていき、その解説やまとめを行っていきます。 
 

演題「誰もが誰かの力になれる地域づくり」（仮題） 
 

 

 

 

 

 

 

下関市社協からの案内

については、案内先ごと

に申込方法が異なるの

で、案内文書で対応し、

開催要項の中では記載し

ない予定です 

テーマ「一人一人の困りごとに寄り添い支える地域づくり」 

 
 

 

 
 

 


